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審 査 結 果 要 旨
近年，可撤性部分床義歯の義歯床下顎提部に少数のインプラントを埋入したインプラント支台部分
床義歯（I-POd）が注目されている。本研究は，I-POdに負荷荷重を加えた際の支台インプラント，直
接支台歯に加わる三次元荷重，義歯床下粘膜に加わる荷重を同時測定することで，支台インプラント
の本数と位置が，測定される荷重に与える影響を検討している。
インプラントに加わる荷重測定にはキスラー社製小型水晶圧電式センサ（以下，圧電センサ）を使
用している。実験用模型は下顎第二小臼歯から第二大臼歯までの遊離端欠損を有するアクリル樹脂製
模型（ニッシン社製）を使用している。支台インプラント（ストローマン社製）は第二小臼歯部と第
二大臼歯相当部の２か所に埋入し，同部に圧電センサおよび荷重受圧キャップをスクリュー固定して
いる。直接支台歯となる第一小臼歯は白金加金製とし，内部に圧電センサを設置し，欠損顎堤部は付
加型シリコーン印象材製の人工粘膜を付与している。実験用義歯はアクリリックレジン製とし，義歯
床下部には圧力センサ（I-SCAN，ニッタ社製）を設置し。荷重は，実験用義歯の第一大臼歯相当部に
垂直方向に０，３０，５０，１００Nを段階的に増加させ付与している。荷重測定は，支台インプラント無
し（no-imp），支台インプラントを第一小臼歯部のみ（M-imp），第二大臼歯部のみ（D-imp），および
両支台インプラントを使用（MD-imp）の４条件で実施している。
本研究から，直接支台歯に加わる荷重方向は，M-imp時のみ上方方向であり，その他の条件では下
方方向であること，１００N負荷時において，直接支台歯に加わる荷重量は，M-imp，MD-imp時に比較
してD-imp時に有意に大きくなり，M-imp，MD-imp時に比較してno-imp時に大きくなること。また，
支台インプラントに加わる荷重量は，MD-imp時の近心インプラントに加わる荷重量が全ての条件に
おいて有意に最小となり，D-imp時の遠心インプラントに加わる荷重量が最大となることが示された。
義歯床下粘膜に加わる荷重量には，no-impとM-impでは負荷荷重量が増加するにつれて大きくなる
が，D-impでは増加量はわずかであり，MD-impにおいてはほとんど変化しないことが示された。ま
た，１００N負荷時において，no-impに比較してD-impとMD-impで，またMD-impに比較してM-impにお
いて義歯床下粘膜に加わる荷重量は有意に小さくなることが示された。
本研究はI-POdにおいて支台インプラントを，遊離端欠損部の遠心部に埋入する方が義歯床下粘膜
に加わる荷重を減少させる効果が大きいことを示し，これはインプラント義歯，特にI-POd臨床にお
いて非常に意義のある内容であることから，本論文は博士（歯学）の学位に相応しい論文と判断する。
